











































Public Relations Activities on “KASHIWAZAKI-YASAI” Water Bamboo
-Cooperation between with Active Leaning for the University Education and
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「柏崎野菜」マコモタケのＰＲ活動を通じた大学地域連携活動の展開
こととなった。最初にこの案件の依頼をして来ら
れた市内の矢田営農組合の方々や柏崎市農政課職
員、コラボメニューを共同開発した飲食店店主、
自分たちがそれまで知らなかった珍しい、少々不
思議な野菜をきっかけとして、学生たちは多くの
方と出会い、様々なことを学ばせていただくと同
時に、地域を元気にするためにともに知恵を出し
合い行動を起こすことを経験した。そして、平成
30年度には、春のマコモタケの苗の定植体験で
一緒になったことを契機として、柏崎市立比角小
学校の５年生の「総合的な学習の時間」での取り
組みと、学生たちのプロジェクトが繋がっていく
という、新たな展開が生まれることとなった。
　「柏崎野菜応援プロジェクト」は元々地域から
大学生に依頼された取り組みで、社会人と学生の
関わりはあったが、時期を同じくして地域の小学
校でも、同じくマコモタケを題材とした「総合的
な学習の時間」の授業を実施していた。それぞれ
の取り組みが数年に渡るものとなり、広がりや深
みが増してきたところに、大学生と小学生が出合
い、両者の課題意識や行動が連動していったので
ある。「地産地消」の観点からも地域課題として
の地場産野菜をテーマとすることは、小中高生の
「総合的学習の時間」や大学生における大学地域
連携活動ではしばしば見受けられるものであるが、
小学生の「総合的学習の時間」と大学生における
大学地域連携活動が共通のテーマの元で連携して
いくことによって、異なる学校種に所属する学修
者たちの主体性が一層発揮されることとなり、地
域課題の解決へ歩みを進めることができたことが
挙げられる。各学校段階で完結してしまわないこ
うした取り組みは、一過性の「体験学習」で終わ
らない、若い世代による地域課題の解決をより実
質的なものに結び付けていく、重要な視点である
と考える。
２．柏崎野菜とマコモタケへの注目
（１）「柏崎野菜」認定制度
　柏崎市は、地場野菜の品質保持、生産拡大を目
指し、平成21年度に「柏崎野菜」の選定・認定
を行っている。限られた地域で古くから栽培され、
歴史背景のある「柏崎伝統野菜」と、柏崎全地区
を挙げて栽培に力を入れている「柏崎地場特産品」
の２種類に区分されている1。
　「柏崎伝統野菜」は、柏崎地域の風土をもとに、
先人の努力により育てられた野菜である。選定条
件は、①柏崎市で古くから栽培され、歴史的背景
のあるもの、②地域で守り伝えられたものであり、
特徴あるもの、のいずれかに当てはまるものであ
る。現在、刈羽節成きゅうり、緑なす、与板菜、
黒姫人参、仙人菊、新道いもの６品目が認定され
ている。いずれも、時代の流れから生産者が減少
し、現在限られた地域でのみ栽培・生産されてい
る希少価値の高いものであり、現在流通している
野菜より、甘みや苦味、香りが強く、野菜本来の
濃い味が楽しめるといった特徴がある。　
　一方、「柏崎地場特産品」は、①柏崎地域で栽
培されている特徴的な野菜であること、②柏崎地
域が産地として指定されているものであること、
③柏崎農業協同組合の「地域園芸振興プラン」に
掲載されている品目であること、のいずれかに当
てはまるものであり、つららなす、マコモタケ、
新道柿、磯之辺トマト、土垂、ズイキ、そら豆、
ゆうごう（夕顔）、糸うり、カリフラワー、えだ
まめ、オータムポエム、ぜんまい、越後姫、宝交
早生（ほうこうわせ）の15品目が認定されている。
　新潟産業大学では、これまで上記の「柏崎地場
特産品」に認定されている野菜をテーマに大学生
が地域の方と連携してＰＲ活動を行った実績があ
る。北条地区で栽培されている緑なすである「つ
ららなす」を用いて、老舗菓子店「光月堂」と協
力して「つららなすグラッセ」という和風のスイー
ツを開発、イベントで販売した2。近年では柿栽
培組合と連携して、学生が柿の木のオーナー制度
に参加して剪定や収穫等の作業を体験し、また新
道柿をＰＲするフライヤーの制作、配布も行って
いる3。地域の農業の担い手が減少する一方で、
学生が地域の野菜についての理解を深め、部分的
にでも農作業の一助となること、そして活動に参
加した学生が農業に興味関心を持ち、職業選択肢
の一つとして考えるようになるという点でも、こ
うした地元産の野菜をテーマにした大学地域連携
活動は意義ある教育活動であると考える。
　しかしながら、大学生も含む、若者全般にとっ
て、「柏崎野菜」という認定制度は依然として馴
染みが薄く、あまり周知されていない現状がある。
37
新潟産業大学経済学部紀要　第53号
「柏崎野菜」に関するリーフレットも10年ほど前
に制作されたが、近年は市内ではあまり見受けら
れず、各野菜のＰＲや普及活動は個別の生産者や
地域の方々に委ねられているのが現状である。
（２）不思議な野菜、マコモタケ
　マコモタケとは、中国原産で、日本をはじめ中
国東部から東アジア、北アメリカまで広く分布し
ている、イネ科の多年生植物である「マコモ」の
茎の部分にできるぷっくりと膨らんだ「菌えい（菌
糸の塊）」のことである。シャキシャキとしたタ
ケノコに似た食感でクセのない淡白な味だが、ア
ク抜きが不要で、そのまま調理できるのが特徴で
ある。中国、台湾では身近な食材として、炒め物
や揚げ物等で親しまれているが、日本ではまだ高
級中華食材というイメージが強い。マコモタケは
日本の気候に適しており、水田で栽培することが
できるため、近年では、休耕田を活用した転作作
物としても注目されており、各地で栽培方法の研
究や新しいアレンジレシピの考案が進められている。
　マコモタケの独特の食感は、植物であるマコモ
の茎を食べる「菜食」と、マコモの茎に感染、増
殖した食用の菌類である黒穂菌（くろぼきん）の
菌糸を食べる「菌食」からなる「菌菜二元食」に
起因している。黒穂菌が寄生しない場合や、繁殖
しすぎた場合は食用に適さず、マコモと黒穂菌の
バランスが良い状態のときに優良なマコモタケが
できるのである。秋の収穫期になると２ｍほどの
背丈に成長したマコモの根本の20～30cmの肥大
化した部分を食用とする。一方、北アメリカに自
生するマコモには黒穂菌が感染しないため、マコ
モタケはできずに、花が咲き結実する。この実は
ワイルドライスと呼ばれ、ネイティブアメリカン
の部族の中では「聖なる穀物」として珍重され、
低カロリー、低脂肪で、高タンパク、繊維質も豊
富な健康食としても注目されている。マコモタケ
を食する習慣は、多くの日本人にとってはあまり
馴染みがないかもしれないが、マコモ自体は稲作
が渡来する以前から日本列島に広く自生しており、
万葉集、古事記、日本書紀にも記述が見受けられ、
現代でも神道やお盆の行事等には欠かせない植物
である。神事で用いられるマコモは「真菰」（ま
こも＝まことのこも）と表記され、出雲大社の涼
殿祭は「真菰の神事」といわれる等、古来より全
国の神社と真菰は深く関わっている。また、お盆
には一般の家庭でも仏壇の前にマコモで編んだご
ざである「葉薦」（はごも）を敷き、マコモで作っ
た盆舟や牛馬を供えている。
　本稿で紹介する柏崎市矢田地区の事例に限ら
ず、近年では、休耕田を活用してマコモタケを栽
培し、まちおこしに活用している市町村が増え始
めている。その特徴的な植生や、神事と関係が深
いといった物語性があること、育てやすく子ども
の農業体験や食育にも有効といった様々な点か
ら、地域活性化に有効な農作物であるといえる4。
（３）「矢田営農組合」で栽培される柏崎産マコモ
タケ
　「柏崎野菜」に認定されているマコモタケであ
るが、市内全域で広く栽培されているわけではな
く、その大半が柏崎市矢田地区の農事組合法人で
ある「矢田営農組合」によって栽培されている。
山の雪解け水を使い、有機肥料を使用し、こだわ
りを持って育てられている。
　矢田営農組合は平成19年に集落の農業者の高
齢化に伴って発生が懸念される遊休農地の受け皿
として、地域の農家28戸が参加して設立。平成
31年現在、構成員は45名、借入地は25ha、作付
面積は水稲20ha、えだまめ3.2ha等である。農業
を通じて地域活性化や地域の所得向上を目指して
いる。「特別栽培米」の認定を受けているお米の他、
えだまめ、カリフラワー、オータムポエム、マコ
モタケといった地場野菜を栽培しており、また引
退した農家が手放した耕作地を引き受ける活動も
行っている。
　比角小学校や中通小学校といった地元小学生の
農業体験も積極的に受け入れており、また、「19
歳の酒造り体験」や、日本酒文化国際交流プロジェ
クト「Niigata　SAKE　Lovers」（外国人と米作り、
酒造り体験）等、地元特産品の普及や新潟県の魅
力を世界へと繋げるきっかけとなっている。こう
した農業を通じた取り組みが高く評価され、平成
29年度には、北陸農政局「ディスカバー 農山漁
村の宝5」に選ばれている。なお、本稿で採り上
げる「地元大学との連携による地域の活性化」も
選定理由となった取り組みの一つとして挙げられ
38
「柏崎野菜」マコモタケのＰＲ活動を通じた大学地域連携活動の展開
ている。
　矢田営農組合では平成20年からマコモタケの
栽培を開始した。現在マコモタケの圃場となって
いる水田は、通常よりも深く柔らかいため、機械
による作業は困難で、しかも耕作放棄が進んでお
り、手作業での稲作も継続が難しいとのことで、
水田と豊富な水資源を有効活用できる方法を模索
していたところ、マコモタケに注目したという。
作付け面積は現在約0.7ha、収穫期は９～11月、
収穫量は平年約600㎏であるが、天候の影響を
受けたため、平成29年度、30年度はいずれも約
400㎏と例年の２／３程度に留まっている。矢田
営農組合の主力商品であるえだまめに比べると、
収穫期の限定性や栽培方法がまだ確立していない
ことに起因する収量の不確定性等の事情から、県
外の農園とも情報交換をしながら、現在も研究途
中という状況である。
　近年、マコモタケは独特な植生や古来からの「物
語性」、休耕田の活用可能性等の理由から、農業
を通じた地域おこしの手段の一つとして注目され
ている。マコモタケを栽培している地域は日本全
国にあり、マコモタケの産地の持ち回りで２年に
１ 回「全国マコモサミット6」が開催されている。
平成22年には長岡市川口で開催されたこともあり、
矢田営農組合では、柏崎でこのサミットを開催し、
柏崎の農業が元気になるきっかけづくりになれば
よいと考え、マコモタケの商品開発や販売戦略等
を模索していたところで、大学生との連携事業の
アイデアが持ち上がったのである。
図2-1　「柏崎野菜」マコモタケ（柏崎市ＨＰより）
図2-2　矢田営農組合のリーフレット
３．小学校、大学における「地域」の視点
とその連携可能性
　「柏崎野菜応援プロジェクト」の実施内容に触
れる前に、小中高校生から大学生に至るまで共通
する教育課題である地域連携活動について、その
教育政策から見た根拠について確認したい。なぜ
なら、この事例は「特定の農作物を通じた地域活
性化」の事例としては、現時点で十分な成果を出
しているとは言い難い。しかし、マコモタケとい
う共通のテーマをきっかけに、その取り組みが進
んでいく過程で大学生の学びと小学生の学びが繋
がっていく様に、これからの学校教育における地
域連携活動の可能性の一つを見い出せると考える
からである。
（１）平成29年版　小学校学習指導要領における
「社会に開かれた教育課程」
　「総合的な学習の時間」は、平成10年の学習指
導要領改訂で創設された新しい学習の時間である。
導入以来全国の小学校において、様々な教育実践
が展開されてきたが、平成29年告示、令和２年度
から全面実施される新小学校学習指導要領では、
新設された「前文」において、社会との連携を重
視した「社会に開かれた教育課程」を提示してい
る。人工知能の革新的進化等による想像以上の急
激な社会の変化においては知識・技能の習得だけ
ではなく、身の回りに生じる様々な課題解決に向
けて、主体的に向かい合い、他者と協働していく
人材が求められる。こうした新しい社会で活躍で
きる人材の育成では、「何を学ぶか」だけではな
く、「どのように学ぶか」が重視される。これこ
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そが「アクティブラーニング」という言葉に対応
する新学習指導要領のキーワード「主体的・対話
的で深い学び」の実現であり、そのモデルとし
て位置づけられるのが、他教科に先行して進めら
れてきた「総合的学習の時間」である。29年度版
で明確化された「探究的な見方考え方」と「横断 
的・総合的な学習を行う」アクティブラーニング型 
授業への転換として、今後一層の役割が期待される。
　「総合的学習の時間」の探究課題においては「地
域や学校の特色に応じた課題」を取り上げること
に大きな意義があるとされる。「どのように学ぶか」
の視点がどんな状況においても通用する「汎用的
能力」の育成につながるとされるが、その力を身
に着ける学校段階での経験は「よりよい郷土の創
造に関わって生じる地域ならではの課題」である
こと、「児童が地域における自己の生き方との関
わりで考え」、行動していくことが望まれる。更に、
実施する上での留意事項として、「家庭や地域社
会との連携及び協働と学校間の連携」として、「高
齢者や異年齢の子供など、地域における世代を超
えた交流の機会を設けること」、「他の小学校や、
幼稚園、認定こども園、保育所、中学校、高等学
校、特別支援学校などとの間の連携や交流を図る」
との学校間交流や共同学習の可能性について触れ
られている。一方で、ここでは「など」の中に含
まれると考えるが、「大学」についてはその連携、
交流について明記されていないことは積極的な意
味があるのか気になる点であり、いずれにしても、
これまでの総合的学習の議論においては、「小学
生と大学生」という組み合わせがあまり想定され
てこなかった様子を指摘したい。
（２）高大接続の視点からの大学におけるアクティ
ブラーニングの導入
　新小学校学習指導要領における「総合的学習の
時間」については、学校間交流の対象として様々
な学校種が列挙される中で、「大学」は直接的に
明記されていなかった。大学におけるアクティブ
ラーニングは小学生との交流こそあまり視野に入
れられてこなかったかもしれないが、今回の学習
指導要領改訂に先行して「アクティブラーニング」
というキーワードが注目される契機となったのは、
大学内の教育活動に閉じたものではない、「高大
接続」の必要性という視点である。学習指導要領
改訂の議論の過程で「アクティブラーニング」と
いうキーワードが注目されるようになったため、
初等中等教育中心の政策という印象があるが、実
はこの言葉が初めて登場したのは2012年８月中
央教育員議会答申「新たな未来を築くための大学
教育の質的転換に向けて（答申）」、いわゆる「質
的転換答申」である。更には、2020年大学入試
改革においては、「育てたい資質・能力」として
掲げられた３本柱である①「知識・技能」、②「思
考力・判断力・表現力」、③「学びに向かう力・
人間性等」について多面的な評価が求められてお
り、学習指導要領改訂と大学教育改革が連動して
大きく変わっていかなくてはならない様子が窺える。
　とはいえ、小中高の授業改善への動きに比べる
と、個々の大学、個々の教員の判断に委ねられる
裁量の大きい大学においては依然として「知識・
技能」の習得に重きを置いた授業からの転換がな
かなか進まない様子も指摘されている。一方で、
文部科学省による『平成29年度 開かれた大学づ
くりに関する調査研究』によると、調査対象校
649大学のうち、「地域連携センター」等の地域
連携に関する専門機関・組織を設置している大学
は501大学（77.2％）、うち国公立大学において
は85％前後であり、地域連携が大学が行わなけ
ればならない社会貢献の一つに位置付けられ、大
学の組織的な活動として認知されるよう、急速な
変化を遂げていると言える。
　高等学校における「総合的学習の時間」が新学
習指導要領では「総合的探究の時間」に変更され、
「探究の見方・考え方」が重視されている。しか
し、そうした文脈の中での高大の繋がり方は、大
学教員が課題の探究のプロセスで専門知識を活か
して一部授業や、グループ活動の指導を担当する
といった「出張講義」的なイメージが強く、そこ
には「高校生と大学生」が共に学ぶ姿は想像しに
くいのが現状ではないだろうか。
４．「柏崎野菜応援プロジェクト」とは
（１）矢田営農組合との連携
　前述のように、矢田営農組合ではマコモタケで
まちおこしをしたいと考えており、「全国マコモ
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サミット」を柏崎で開催することを目指していた。
柏崎市農政課にもその旨を打診していたが、ごく
限定的な地域で栽培されている野菜にだけ特別に
予算をつけることは難しいとの回答であったとい
う。そうしてマコモタケでまちおこしをする方法
を模索する中で、矢田営農組合の方々と新潟産業
大学の学生が出合うこととなる。
　平成27年12月、筆者は柏崎市都市政策課主査
（当時）である砂塚絵美さんから、大学生と連携
して新商品開発を行いたいとの相談を受けた。「柏
崎リーダー塾7」の１期生のグループが取り組ん
でいる「かしわざき異業種連携ミーティング8」
では、５つのテーマ毎にアイデア出しのワークを
行っており、テーマの一つである「特産品開発」
を担当している砂塚さんは、リーダー塾１期生か
つ市の「ふるさと応縁寄附金9」の推進チームの
メンバーでもあったことから、「異業種連携ミー
ティング」での提案をアイデアで終わらせずに、
ぜひ具体化したいと考えていた。
　平成28年２月に開催された柏崎商工会議所総
合建築部会等主催の「新潟工科大学・新潟産業大
学学生による柏崎に関する研究発表会」で、産大
の学生は、新宿高島屋「『大学は美味しい!!』フェ
ア10」への参加とそれに係る大学×地域コラボ商
品の開発について発表した。砂塚さんの紹介で発
表に興味を持ってくださった矢田営農組合の石黒
芳和 代表理事（原酒造杜氏）から、「マコモタケ
をＰＲするための商品開発や販売戦略等について、
大学生と連携協力していきたい」と提案いただき、
大学としても次年度以降の「『大学は美味しい!!』
フェア」での新商品販売を目指したいという期待
もあったため、依頼を受けることとなった。
　年度が明けて平成28年度からマコモタケを中
心とした柏崎野菜を大学生がＰＲする取り組みを
スタートした。しかしその矢先、矢田営農組合と
産大生の仲介役を買って出てくれた砂塚さんが担
当部署を異動となり、それに伴って想定していた
形での予算執行が難しくなってしまったことも
あって、まずは可能な範囲で模索しながら歩を進
めていくこととなった。
（２）事業の背景と目的
　以上が、大学生が矢田営農組合と連携すること
となった経緯であるが、学生が正課のゼミナール
活動の一環として取り組むには、地域の課題の共
有と、それに学生たち若い世代が関わっていく必
然性が求められる。改めてこの連携事業の背景と
目的を整理する。
　柏崎市では、地場野菜の品質保持と生産拡大を
目指して、平成21年度に「柏崎野菜」が選定・
認定されている。しかし、大学生などの若い世代
にとってはなじみが薄く、あまり周知されていな
い現状がある。そこで、本事業では「柏崎野菜」
に指定されている地場野菜の中でも、矢田地区を
中心に栽培されている「マコモタケ」を取り上げ、
地域の方にご協力いただきながら大学生が主体的
にＰＲや普及活動を行うことを目的とした。本事
業を通じて、大学生たち若い世代の「柏崎野菜」
への興味関心が高まり、理解が深まることが期待
できる。その上で、地域の伝統的、特徴的な野菜
が次世代へと引き継がれていくよう、若者の視点
からの「柏崎野菜」の魅力の発見、再評価、具体
的なＰＲに結びつけることを目指した。
　矢田営農組合では、大学生と連携することの目
的、期待することとして、「矢田営農組合の農産
物や加工品を、大学生のアイディアとプロの分析・
アドバイスに基づき、他のものと差別化するとと
もに、自然素材や健康・美にこだわる首都圏の経
済的余裕のある消費者をターゲットとし、主に百
貨店での販路を拡大する。また、地域経済の活性
化に関わる学生を増やし、地域活性化を担う人材
を育てる。」ことが掲げられた。なお、当初予定
では「異業種連携ミーティング」でのノウハウを
引き継ぎ「産学金連携」を目指していたため、柏
崎信用金庫や、同ミーティング主催である新潟工
科大学とも連携協力することを想定していた。
（３）「柏崎野菜応援プロジェクト」実施概要
　まず、「柏崎野菜応援プロジェクト」という事
業名であるが、当初、筆者の担当するゼミナール
の所属学生に限らず、「マコモタケ」というテー
マに興味のある学生には、学年、所属に関わらず
広く参加してもらいたいという意図があったため、
事業名であり実施主体としての団体名として、初
年度は「柏崎地場産野菜応援プロジェクト」と名
付けて実施した。しかし、「柏崎地場産野菜」と
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いう名称が「柏崎野菜」の分類の一つである「柏
崎地場特産品」と紛らわしいという問題が生じた
ため、今後マコモタケ以外の野菜にも活動が展開
することも視野に入れて２年目からは「柏崎野菜
応援プロジェクト」に名称変更することとした。
なお事業２年目にあたる平成29年度には、「柏崎
市大学・地域連携推進事業（調査研究事業）」と
して事業委託を受けて実施しており、実際のメ
ニュー開発等、比較的大掛かりな案件を展開させ
ることができた。
　平成28年度～平成30年度に実施した活動は以
下の通りである。次章以降では年度毎に活動を振
り返ることで、課題解決に向けて学生たちがどの
ような人々と関わり、地域のためにどのような成
果があり、また、学生自身は何を修得できたかを
検討したい。
＜平成28年度＞
・柏崎の農産物および矢田営農組合の農産物の基
礎学習、矢田営農組合での現地確認
・マコモタケの新キャラクターの募集
・商品開発のアイデアをまとめる
＜平成29年度＞
「柏崎市大学・地域連携推進事業（調査研究事業）」
として実施
・マコモタケのキャラクターの制作
・マコモタケメニューの開発、提供
・マコモタケの収穫体験
・マコモタケを紹介するリーフレットの制作
＜平成30年度＞
・マコモタケの定植体験、収穫体験
・比角小学校との共同学習
・マコモタケキャラクターを活用したＰＲ
　（パッケージ用シール・ＬＩＮＥスタンプ）
・学園祭でのマコモタケメニューの提供
５．平成28年度「柏崎地場産野菜応援プロ
ジェクト」－マコモタケの基礎学習から
のスタート－
　前述のように、連携コーディーネーター役の砂
塚さんの異動や、活動予算が未定という不確定要
素が多い中で、１年目の「柏崎地場産野菜応援プ
ロジェクト」はスタートした。矢田営農組合石黒
さん、マコモタケ担当の永井鉄栄さんらと打ち合
わせを重ねて、７月上旬には、事業内容を下記の
ように決定した。平成28年度の具体的な目標と
しては、「ゆるキャラ制作」と「商品アイディア
出し」と設定し、商品開発については、平成29
年度の「『大学は美味しい!!』フェア」でテスト
販売を行い、その後改良を加えて正式な商品化を
目指すこととした。
＜事業内容（概要）＞
①生産段階から学生が手伝う（現場）
②プロからマーケティングの傾向や戦略等を学ぶ
（知識）
③学生を中心とした商品アイディア提案
　（アイディアの収集）
④商品化に向けた関係事業者への協力依頼
　（異業種連携）
⑤小売への販路開拓（販売経路の確保）
⑥商品ＰＲに向けたＳＮＳやマスコミの活用
　（ＰＲ戦略）
（１）第１回学習会及びマコモタケ圃場見学
　１回目の学習会は平成28年８月18日に産大で
実施した。夏季休業中にも関わらず学生16名が
参加した11。本事業の目的と具体的にどのような
活動を行うかといった点を共有した上で、まず市
農政課主査 阿部洋和さんによる柏崎の農業の概
観や「柏崎野菜」についての講義があり、続いて、
矢田営農組合 石黒さんから矢田営農組合と、そ
こで栽培されている作物、そして今回注目したい
マコモタケについてお話しいただいた。
　その後矢田地区のマコモタケ圃場に移動し、マ
コモタケは休耕田を活用して栽培されていること、
８月の時点で２ｍ近い背丈に成長していて、にも
かかわらず収穫時には葉の部分を切り落とし、根
本のふくらんだ部分のみを食用とするといった、
普段食べている野菜とはずいぶん異なる特徴を有
していることが分かった。この時点で、以前から
マコモタケを知っていたという学生はほとんど見
受けられず、その名称から「“タケ”だからキノコ
の一種だと思った」等の感想が挙がっており、圃
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場の見学を通じて、学生たちのこの不思議な野菜
への興味は一気に高まっていった。
図5-1　マコモタケの圃場見学
８月の時点で身長を超える高さに成長する
（２）第２回学習会及びマコモタケ料理試食会
　２回目の学習会は10月18日に実施、ゼミナー
ルの時間を活用して、学生24名、教員５名が参
加した。柏崎信用金庫融資部 山田秀貴副部長に
よる商品開発に関する講義「あなただけに語る　
商品開発の〇〇話～購入者は誰だ!!」と、マコモ
タケ料理の試食会を実施した。
　柏崎信金 山田さんからは、商品を購入する人
の気持ちになって、買いたくなる商品を考えるこ
と、同じ内容のものでもどのような人をターゲッ
トにするかによってパッケージや容量等も変わっ
てくるといった、商品開発をする上でのヒントを
お話しいただいた。
　マコモタケ料理の試食会では、矢田営農組合の
皆さんが調理されたマコモタケの煮物や炒め物、
漬物等様々な調理法のマコモタケ料理がふるまわ
れ、学生たちは料理を味わいながら、マコモタケ
の特徴を活かした商品開発、メニュー開発の方向
性について考える機会となった。学習会に参加し
た詹秀娟（せんしゅうけん）教授から、マコモタ
ケは日本ではあまり見られないが、中国や台湾で
はとても馴染みのある食材であるとの話題提供も
あり、マコモタケに対する理解が更に深まった。
図5-2　商品開発についての講義の様子と
マコモタケ料理の試食会
（３）マコモタケの新キャラクターの募集
　２回の学習会での柏崎産マコモタケについての
基礎的な学習を経たところで、平成29年１月、
学内学生を対象にマコモタケをＰＲするための新
キャラクター募集を行った。矢田営農組合ではマ
コモタケの粉末や乾燥したもの等の加工品を販売
する際の商品ラベル等で活用するためのキャラク
ター「まこもくん」を使用していたが、若者のセ
ンスで親しみやすい新キャラクターに変更したい
とのことだった。学習会に参加した学生を中心に
20数点の応募があったが、矢田営農組合で検討
した結果、そのまま採用に該当する作品はないと
いうことになってしまった。すべて不採用の理由
として、キャラクターとして良いものはあるが、
ねぎや玉ねぎに見えてしまうものが多く、マコモ
タケ独特の形状を大切にしてデザインして欲しい
とのことであった。生産者のこだわりであるマコ
モタケの特徴的な形状について、学生たちがこの
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時点でまだ掴み切れていなかったことが窺える。
その後、第１回の募集で比較的好印象であった作
品を描いた学生を中心に再度デザインを練り直し
てもらい、翌年のキャラクター完成へと繋がって
いく。
図5-3　マコモタケの新キャラクター募集のチラシ12と
既存のキャラクター「まこもくん」
６．平成29年度「柏崎野菜応援プロジェク
ト」－柏崎市委託事業としての展開－
　活動２年目となる平成29年度は、１年目に実
施した学習会やアイデア出しの作業を具体的な形
にしていくため、柏崎市大学・地域連携推進事業
（調査研究事業）「柏崎野菜応援プロジェクト」（担
当教員：梅比良眞史教授・権田恭子講師）として
実施した。マコモタケを使用したメニュー・商品
開発を中心に、オリジナルキャラクターの完成、
柏崎産マコモタケの紹介やこれまでの取り組みを
まとめたリーフレットの制作等を行った。
（１）「マコモタケ」のキャラクター制作
　販売時の包装や販促に使用できるマコモタケの
オリジナルキャラクター２体を制作し、ランチフェ
アのメニューや学生制作のリーフレットに活用し
た。前年度、学生を対象にキャラクターデザイン
を募集したが、この際応募があったキャラクター
では、矢田営農組合との検討結果、採用に該当す
る作品がなかった。そのため６～７月にかけて再
度募集し、鳥をモチーフにしたものと、うさぎを
モチーフにしたものの２作品に絞って調整を重ね
た上で、ＰＣで彩色等の加工を施し完成させた。
11月中旬に後述の「かしわざき地場産ランチフェ
ア」に向けて、２つのキャラクターのビジュアル
と名称、簡単なプロフィールを決定した。制作が
遅れてしまったため、当初目標としていたマコモ
タケ出荷時の包装などには反映できなかったが、
学生制作のマコモタケＰＲのためのリーフレット、
大学地域連携広報誌「ローカレッジ」やランチフェ
ア用の店舗メニューで活用できた。次年度は収穫
期に間に合うよう、キャラクターを用いたマコモ
タケのＰＲを行っていくことを目標とした13。
＜カシワタケさん＞
・マコモタケの生産農家
・陽気で心が広くユーモアがある
・マコモザキくんの失敗にも笑って許してくれる
・語尾に「だこて～」など、柏崎の方言で話す
・マコモタケ愛が強い
図6-1　マコモタケのキャラクタ 「ーカシワタケさん」
＜マコモザキくん＞
・マコモタケ料理が得意な料理人
・元気でドジっ子
・マコモタケを使った料理なら何でも作れるが
　たまに失敗する
・語尾に「～ぴょん」とつけて話す
・マコモタケ愛が強い
図6-2　マコモタケのキャラクタ 「ーマコモザキくん」
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（２）「かしわざき地場産ランチフェア」でマコモ
タケを使ったメニューを考案、提供
　平成29年度の活動では、マコモタケを使用し
た商品開発あるいはメニュー開発が中心的な目標
であった。当初は「『大学は美味しい!!』フェア」
でのマコモタケ加工商品のテスト販売を視野に入
れていたが、前年の秋に収穫したマコモタケは、
矢田営農組合でも、短冊切りで真空保存されてい
たものがごく限られた分量しか確保していないこ
とが分かった。そこで、商品販売は難しいと判断
し、秋の収穫期に向けてオリジナルメニューを開
発することに決定した。協力店舗については、市
農政課阿部さんにご協力いただき、11月11～25
日に開催される「かしわざき地場産ランチフェア」
への参加店舗を募集する際に、学生とのマコモタ
ケメニュー開発の可能性を打診し、興味を持って
くださった、インド料理店「ガネーシャ」（代表 
福井常生さん）と、和食・割烹料理「ささ川」（代
表 笹川隆司さん）にご協力いただくこととなった。
図6-3　マコモタケ収穫体験の様子
　学生たちは「ガネーシャ」チームと「ささ川」
チームの２組に分かれて、打ち合わせや試食会を
重ねた。また、「ガネーシャ」の福井さんから、
マコモタケを素材としてよく知りたいという要望
もあり、メニュー開発の過程で10月18日に学生
と福井さんで、初めてマコモタケの収穫体験に参
加し14、試食用、試作用も含めて多くのマコモタ
ケを提供していただいた。
①インド料理「ガネーシャ」とのコラボメニュー
開発
　「ガネーシャ」でのメニュー開発は、まず代表
の福井さんとインド人のシェフが素材としてのマ
コモタケを知ることから始まった。また、福井さ
んはこれまで柏崎ではあまり見られなかったスパ
イス文化を大切にした本格的なインド料理を伝え
ることを目指しており、学生たちは様々な特徴的
なスパイスを用いたカレーや付け合わせ料理を試
食させていただいた。色々食べ比べてみた上で、
「マコモタケの食感を活かすには、ドライカレー、
あるいは水分が多くスパイスを効かせた南インド
風カレーが良いのではないか」、「インド風漬物で
あるアチャール等、カレー以外にもマコモタケを
使用できないか」といった提案が出された。更に
は、ランチフェアでのメニュー提供後、レトルト
カレーとして商品化できないかという話も持ち上
がり、小さい器で複数の味を楽しむインドカレー
図6-4　「インド料理ガネーシャ」での
コラボメニュー開発の様子
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のスタイルをイメージして、マコモタケカレーと
えだまめ等他の柏崎野菜のカレー、ハーフサイズ
の２種のレトルトカレーをセット販売するのはど
うかといったアイデアも出された。
　ランチフェアの開催時期が例年よりも遅かった
ため、柏崎産のえだまめ「湯上り娘」の収穫期が
終了してしまい、一部メニューを変更して、柏崎
産マコモタケのドライカレーと、マコモタケと照
り焼きチキンの串焼き、柏崎産秋野菜のチキンスー
プ等の「矢田産マコモタケのランチセット」が提
供された。
図6-5　ガネーシャとのコラボメニュー
「矢田産マコモタケのランチセット」
②「ささ川」とのコラボメニュー開発
　「ささ川」代表の笹川さんは、柏崎産の食材を
知り尽くしている方で、今回の「ランチフェア」
でも、マコモタケに限らず、全ての食材を柏崎産
のもので統一したメニューにしたいという強い希
望があった。また学生からは、「インスタ映えを
する見栄え」、「和食よりも洋食を」、「マコモタケ
のインパクトを残したい」、という意見が出された。
これらを受けて、試食会の段階で、和風オムライ
スと天丼の２種類のメニューを用意していただき、
食べ比べた結果「マコモタケの和風オムライス」
を提供することとなった。オムライスとその上に
乗ったハンバーグは、マコモタケをふんだんに混
ぜ込むことで、若者にも嬉しいボリューム感とシャ
キシャキした食べ応えもあり、かつカロリーを抑
えることができる。マコモタケの素揚げを飾りつ
けることで、インパクトも大きく、アイデア満載
のメニューとなった。ランチフェア期間は１日限
定10食で提供し、大変好評であった。
 
図6-6　「ささ川」でのコラボメニュー開発の様子
図6-7　ささ川とのコラボメニュー
「マコモタケの和風オムライス」
　ランチフェアで提供したメニューは両店舗とも
おおむね好評で、農政課が集計したアンケートで
は、特にマコモタケの食感が良かった、調理法の
参考になったという感想が目立った。しかし、こ
の年は天候の関係でマコモタケが例年よりも不作
で、市内産のマコモタケがランチフェア期間中に
十分提供できないかもしれないという事態が生じ
ていた。結果的になんとか市内産を提供できたが、
「柏崎野菜」としてＰＲしたい作物の供給量が不
安定であるという課題について、原因分析や対策
などを検討する必要があることが指摘された。
　なお、ガネーシャとは前述の「『大学は美味し
い!!』フェア」で販売するレトルトカレーの開発
も視野に入れていたが、同イベントが平成29年
度で終了となったこともあり、開発作業は凍結し
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ている状況である。
（３）リーフレット「マコモタケ×柏崎×新潟産
業大学」の制作
　平成29年度活動のまとめとして、学生による
柏崎産マコモタケのＰＲ活動の紹介を中心に、Ａ
４版４ページのリーフレット「マコモタケ×柏崎
×新潟産業大学15」（1,000部発行）を制作し、市
内の公共施設や、協力団体、店舗等に配布した。
また、このリーフレットの内容は、学生制作の大
学地域連携活動広報誌『ローカレッジ』VOL.7（平
成30年３月発行／3,500部）の特集記事としても
収録した。こちらも市内の公共施設をはじめ、大
学への資料請求があった市内外の高校生へも広く
配布し、活動の周知、見える化に一役を買った。
図6-8　リーフレット「マコモタケ×柏崎×新潟産業大学」
（左）と、同記事を収録した『ローカレッジ』vol.７
７．平成30年度「柏崎野菜応援プロジェク
ト」－比角小学校５年生との連携－
　平成29年度には市の事業委託を受けたことも
あり、キャラクター決定やメニュー開発といった
形で一定の成果を残すことが出来たが、活動３年
目の平成30年度は、まとまった活動予算のない中、
それまでの成果を活かしていかにＰＲ活動を展開
していくかが課題となった。その中で学生たちは、
期を同じくして柏崎産マコモタケのＰＲ活動に取
り組んでいた比角小学校５年生の子どもたちと出
会い、これをきっかけにＰＲ活動が予想しなかっ
た広がりを見せることとなった。
（１）マコモタケ定植体験での比角小学校５年生
との出会い
　前年度、ガネーシャの福井さんと共にマコモタ
ケの収穫体験に参加した学生達であったが、新年
度はぜひ定植体験にも参加したいという思いがあっ
たため、平成30年5月23日、マコモタケの定植
体験を行った。毎年この時期、矢田営農組合では
比角小学校と中通小学校の子どもたちによる農業
体験を受け入れており、この日の体験は権田ゼミ
ナールの学生と比角小学校５年生の子どもたちと
合同での作業となった。
　マコモタケは米と同じように水田に苗の植え付
けをするが、成長すると２メートルを超えるもの
もあるため、苗の間隔を1.5ｍ程度空ける必要が
ある。通常の水田よりも深く土壌が柔らかいため、
足元を取られるが、植付をする苗は稲よりも大き
く、数も限られるため、小学生でも比較的作業が
しやすいと言われている。大学生は小学生では背
の立たないより深い場所での作業となったが、小
学生は慣れない泥の感触に苦戦しており、時には
大学生がサポートしながら楽しく作業を終えるこ
とが出来た。
図7-1　比角小学校５年生と一緒に
マコモタケの植え付け体験
47
新潟産業大学経済学部紀要　第53号
　なお学生は、10月15日にはマコモタケの収穫
体験にも参加したが、この間、次節で述べるよう
な繋がりも生まれていたため、積極的に比角小学
校５年生の参加日に合わせて作業ができるように
日程調整を行い、学生と小学生は共通の課題に取
り組んでいる者同士、一層親しみを持って交流す
ることが出来た。
（２）比角小学校５年生との共同学習
　７月10日、マコモタケの定植体験を一緒に行っ
た比角小学校５年生の「よろんご」の時間（総合
的学習の時間）に権田ゼミナールの学生５名が招
待され、「柏崎野菜応援プロジェクト」のこれま
での取り組みについて紹介し、小学生と大学生が
交流する機会をいただいた。比角小学校では近年、
毎年５年生で地元食材であるマコモタケについて
学習しているが、先の植え付け体験をきっかけに、
学生が制作したリーフレットを比角小学校５年生
に配布していたところ、５年竹組担当（当時）の
古海恭子先生から、大学生によるこれまでの活動
についての話を聴きたいとの提案があり、今回の
共同学習が実現した。
　学生からの活動紹介では、マコモタケキャラク
ターやコラボメニューについて、挙手による即興
アンケートをとるなど、子どもたちとコミュニケー
ションをしながら、和やかな雰囲気でプレゼンテー
ションを行った。続いて小学生からもそれまでの
取り組みの成果として、校内で実施した「マコモ
タケを知っていますか？」というアンケートの結
果や、それを受けたマコモタケを知らない人へど
のようにマコモタケの魅力を伝えるかというアイ
デアについて発表が行われた。校内アンケートの
結果では、５、６年生については「よろんご」の
時間で扱っていることもあり、ほぼ全員が「知っ
ている」と回答しているが、４年生以下では「知っ
ている」が20～30％程度、１年生では10％に留
まっていた。収穫期にはマコモタケ料理が「地産
地消メニュー」として給食で複数回提供されてい
るが、低学年、中学年では「マコモタケ」と理解
して食べていた児童はごく限られていた様子が窺
える。こうした調査結果を受けて、「マコモタケ
を買った人にレシピを配る」といった実践的な意
見から、「マコモタケのキャラクターの絵描き歌
をつくる」のような小学生らしいアイデアまで、
多彩な提案が出された。
　互いの活動を紹介した上で、授業の後半では、
大学生の取り組みも参考にして、改めて小学生に
はグループ毎により良いマコモタケのＰＲ方法は
ないかを考えてもらった。その際、アイデア出し
のためのワークシートには「カシワタケさん」「マ
コモザキくん」のキャラクターを配して、彼らを
活用したアイデアも考えて欲しいとリクエストし
た。この日の授業を通じて小学生から多くの意見
が出されたが、持ち帰って検討した結果、最終的
にマコモタケを知らない小さな子ども向けに「マ
コモタケキャラクターのぬり絵をつくって配る」
という案が採用されることになった。
図7-2　比角小学校５年生との共同学習の様子
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（３）比角小学校におけるマコモタケＰＲ活動の
展開
　７月に実施した共同学習後も、筆者は比角小学
校古海先生と随時情報交換を継続し、先に提案さ
れた「マコモタケキャラクターのぬり絵」データ
を小学校にお渡しし、適宜活用していただくこと
となった。その後、マコモタケの旬も過ぎた12
月に小学校を訪問した際に、収穫期前後の時期に
５年生が取り組んだ成果物を拝見した。小学生た
ちは大学生のつくったキャラクター「カシワタケ
さん」と「マコモザキくん」を随分気に入ってく
れたようで、手づくりのポスターやリーフレット
には、見よう見まねで描いたキャラクターがしば
しば登場していた。
　そして「ぬり絵」については、校内の低学年の
児童に配布したほかに、小学生が近隣に位置する
比角保育園に訪問して、園児にマコモタケを知っ
てもらうための活動に使用したという。アンケー
ト調査の結果、自分たちよりも年齢が下の低学年、
中学年の児童、そして保育園児の頃からマコモタ
ケを知ってもらいたいと、子どもたちの方からの
提案で実現した保育園訪問であった。
　年長クラスの園児、約30名に対して、マコモ
タケに関するクイズを出し、また、「カシワタケ
さん」と「マコモザキくん」が登場する手づくり
の紙芝居を披露した上で、最後にキャラクターの
ぬり絵をプレゼントしたそうである。古海先生曰
く「園児にはどこまで理解してもらったかわから
ないが…」とのことであるが、子どもたちはまだ
幼い園児たちにマコモタケを知ってもらおうと真
剣な様子だったそうである16。
　キャラクターを通じてマコモタケの魅力が大学 
生から小学生へと伝わり、さらには小学生から保
育園児へと伝えられていく。活動を始めた頃には
想像もできなかった展開に、学生たちは大変驚く
とともに、自分たちの取り組みがこれからの地域
をつくっていくより若い、幼い世代に伝播していっ
たことに感激し、大きな手応えを感じていた。
図7-3　マコモタケキャラクターのぬり絵
図7-4　比角小学校５年生によるマコモタケ
キャラクターを用いた紙芝居（上）やポスター
（４）マコモタケキャラクターを活用したＰＲ
　比角小学校５年生の取り組みと同時進行であっ
たが、大学生も前年度完成させたキャラクターを
今年度の収穫期には有効活用できるよう、準備を
進めていた。
　キャラクターの活用としてまず挙げられるのが、
柏崎産マコモタケ販売時のパッケージ用ラベルで
ある。これは前年度にキャラクターの完成が間に
合わず断念した取り組みで、平成30年９月末頃
から数量限定ではあったが、柏崎市内のスーパー
マーケットや直売所で、このラベルが貼られたマ
コモタケが販売され、「キャラクターのついたマ
コモタケ見たよ」との声も学生たちの耳に届くよ
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うになった。また、乾燥マコモタケ等の加工品に
も（一部、旧「まこもくん」ラベルも在庫が残っ
ていたが）、新キャラクターがデザインされたラ
ベルが使用された。
図7-5　マコモタケ販売パッケージ用のラベル
　次に、学生らしい若い感覚のキャラクター活
用方法として、オリジナルの「ＬＩＮＥスタン
プ17」の制作、販売を行った。タイトルが「カシ
ワタケさんとマコモザキくん」、価格120円（50
コイン）、ジャンル「野菜」で販売されているこ
の学生がデザインしたスタンプは、キーワード「マ
コモタケ」で検索すると唯一ヒットするものとなっ
ている。２種類のマコモタケキャラクターに日常
生活で使用できるあいさつ文等を添えたもの以外
に、マコモやマコモタケの特徴を描いたスタンプ
も加わっている。現時点でのダウンロード数は数
十件程度に留まっているが、このスタンプは柏崎
産マコモタケやキャラクターを知らないという人
に直接購入してもらうだけでなく、特に販売初期
には、活動に関わっている学生や地域の方が自身
から積極的にＬＩＮＥでのコミュニケーションの
際に使用することで、口コミによる効果を期待す
るという側面も有している。実際、参加学生たち
のコミュニケーションの場で積極的に使用される
ことで、マコモタケキャラクターは学生たちにとっ
てより身近で、愛着あるものとなっていった。
図7-6　マコモタケキャラクターのＬＩＮＥスタンプ
　また、キャラクターのラベルを使用したマコモ
タケ商品として付け加えたいのが、産大の学園祭
「紅葉祭」において、権田ゼミナールの模擬店で
販売された「マコモタケとふふ豆 のまぜごはん」
である。産大生と地域のコラボ商品である「ふふ
豆」しお味と、短冊状に切ったマコモタケを醤油
ベースで炊き込んだまぜご飯で、容器にはキャラ
クターのラベルを貼って販売したところ、大変好
評であった。模擬店では一緒に袋入りのマコモタ
ケと「ふふ豆」も販売し、学生たちは自身の地域
での取り組みの紹介も併せて積極的に行っていた。
図7-7　新潟産業大学「紅葉祭」における　
「マコモタケとふふ豆のまぜごはん」の販売
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８．「柏崎野菜応援プロジェクト」にみる
大学地域連携活動の課題と可能性
　以上のような３年間の活動を通じて、参加した
学生たちにとって、数年前まで未知の食材であっ
たマコモタケへの興味関心が高まり、理解が深まっ
たと考える。この間、事業進度の遅れやマコモタ
ケの不作が重なったこともあり、現時点では具体
的な消費量拡大といった成果には繋がっていない。
しかし、地域の協力者の助言も受けて、若者の視
点からの「柏崎野菜」の魅力を発見し、具体的な
ＰＲに向けて少しずつではあったが行動できたと
評価したい。最後にこの事例を通じて見えてきた
大学生による地域連携活動の課題と新たな可能性
について検討したい。
（１）柏崎産マコモタケＰＲの方向性について
　平成29年度の委託事業が終了するにあたって、
改めて１年間の活動を振り返るため、「ガネー
シャ」、「ささ川」、矢田営農組合、それぞれの協
力店舗、団体と農政課担当者、学生による反省会
を実施した。マコモタケはその特徴的な植生や物
語性などから「まちおこし」のきっかけとして活
用している地域も増えている。しかし、柏崎での
栽培状況は、仮にＰＲ方法が成功して、多くの人
が食べてみたいと感じて、多くの人に販売したい
と思ったとしても、それに応えられるだけの安定
供給、品質保持が難しいのではないかという指摘
が繰り返し挙げられた。特にこの年は台風や天候
の影響でマコモタケの収穫量が例年の２／３に留
まっており、「ランチフェア」の開催においては、
協力してくれた両店舗とも柏崎産マコモタケを期
間中無事確保できるかに一喜一憂していた場面も
あった。
　もともと矢田地区におけるマコモタケ栽培は休
耕田の有効活用という課題から始まったものであ
り、必ずしも生産量の拡大を第一に目指したもの
ではないこと、えだまめ等、他の作物との兼ね合
いからも現状以上の生産は難しいといった事情が
ある。そうであるならば、ＰＲの方法としては、
旬の時期や生産量が限られていることをむしろア
ピールポイントとし、その希少性に付加価値をつ
けてＰＲしていく方向性が良いのではないだろう
かという結論に至った。「ささ川」の笹川隆司さ
んは、「柏崎産マコモタケを売り出していくので
あれば、他地域のマコモタケよりも優れている点、
質が良い点を自分たちで理解してなければいけな
い」と指摘し、「収穫量が見込めないのならば、
少量でもより質の高い品質で勝負していくべきで
あり、そのためには生産者の努力と、生産者まか
せにしない行政からのバックアップが必要である」
と強調した 。また、「インド料理 ガネーシャ」
の福井常生さんは今回初めて食材としてマコモタ
ケを扱ってみて、不作のため「ランチフェア」期
間中最後まで提供できるかが不安だったが、矢田
営農組合の協力もあり、なんとか乗り切れたこと
に安堵していた。一方で、「マコモタケはその食
材としての性質上、料理の主役ではなく、例えば
インド料理ではアチャールやガーリックプロンに
入れる等のアレンジや、市内の老舗味噌店『みそ
西』とコラボして、野菜スティック状にしたマコ
モタケに合うオリジナル味噌を開発する等、食材
そのものの味や触感を知ってもらうのが良いので
はないか」とのアイデアが出された20。
　以上のようなアドバイスや時には厳しい指摘を
受けて、学生たちは地場産野菜という地域資源の
魅力を発見、発信するには、地域における実情や
そこに関わる人々の考え方をより深く理解した上
でその地域資源にとって最善の方策を選び取って
いく必要があることを学んだと考える。この活動
に関わって下さった地域の方々は皆、この必ずし
も直接的な利潤に結びつくのは難しくても、地域
を少しでも良くしたいと願う若者たちの試みに快
く協力してくれた方々である。若者たちの「学
び」に付き合ってくれたことに心から感謝する一
方で、「持続可能な社会」におけるまちづくり、
地域活性化という視点では、地域の実情、地域資
源の特性、規模等に見合ったアプローチを模索し
なくてはならないことも痛感した。柏崎市では、
平成31年度に新たに「産地パワーアップ事業」
としてＪＡ柏崎が行うえだまめに重点化した園芸
推進事業をスタートするが、これまでのマコモタ
ケに係る取り組みと比較しながら、今後の展開に
注目していきたい。
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（２）大学生の学びと小学生の学びの連携可能性
　「柏崎野菜応援プロジェクト」の活動に関わっ
てきた学生が平成30年度の活動後の振り返りで、
活動を通じて印象に残ったことを挙げてもらった
際に、①マコモタケという食材や地元の農業につ
いて考えたこと、②コラボメニュー開発の際等に
地域の方と接して、その知識・技術や考え方から
学んだこと以外にも、下記のようなものが目立っ
ていた。
〇　小学生に自分たちの取り組みを発表したこと
や一緒にアイデアを出し合ったことが新鮮な経
験だった。
〇　日頃、地域のサッカークラブで指導をしてい
る小学生と定植体験の際に一緒に作業が出来た。
〇　自分のデザインしたキャラクターを小学生が
活用してくれたことが嬉しかった。
〇　近所のスーパーで小学生が作ったマコモタケ
のＰＲポスターを見つけたので、写真を撮って
学生のＳＮＳグループに投稿したら、すぐさま
他のメンバーからも、「違うスーパーで私も見た」
と写真が送られてきた。
　平成30年度の活動では、マコモタケを通じた
地域とのつながりの中に、新たに小学生との関わ
りという要素が生まれてきたことが、学生たちに
とって大きなインパクトを持っていたことがわか
る。そして、大学生とは直接的な関わりこそない
が、小学生が大学生から得たアイデアやキャラク
ター等を活用して、また新たに保育園児とつながっ
ていくという更なる展開を見せたことも、彼らに
とっては自分たちのやってきたことの意義、地域
への広がりを確認する嬉しい知らせとなった。
　アクティブラーニングを推奨する教育的根拠と
してしばしば用いられる研究結果として「ラー
ニングピラミッド」というモデルがある。こ
れは、アメリカ国立訓練所（National Training 
Laboratories）の学習定着率の調査に基づくもの
とされており、講義を聴く等の「受動的な学習」
よりも、グループ討論や自ら体験するといった「能
動的な学習」の方が学習定着率が高いことを示し
ている。このモデルで最も学習定着率が高いとさ
れるのは「他の人に教える」で、90％の定着率
があるというのである。実は近年、このモデルは
あくまで理論的なモデルであって、数値の根拠は
ないという指摘がなされており、「アクティブラー
ニング」への注目と共に、その取扱い、解釈には
注意すべきであるとの論考も見られるようになっ
てきた。一方でこのモデルが紹介された1940年
代から今日に至るまで、その信頼性が指摘されな
がらも使用され続けるのは、教員らにとって感覚
的に一定の妥当性を感じているからとも考えられ
る。筆者もこのモデルの危うさを理解した上で、
それでも１点、興味深く感じることは、このモデ
ルが「自ら体験する」で終わらず、それよりもよ
り能動的で有効な方法として「他の人に教える」
という項目を掲げている点である。
図8-1　ラーニングピラミッドの紹介のされ方の例
（土屋2018等を参考に筆者作成）
　学校教育と地域の連携協力の場面においては、
子どもの主体性を尊重すると言いながらも、地域
の大人が教員に代わって指導的な立場に立つとい
う場面が多く見受けられる。そこで関わる大人た
ちは教員とは異なる社会経験や専門的知識技能を
有しているが、どうしても年上の者が「教える」
－子どもたちが「教わる」という関係軸がついて
回る印象を受ける。大学生の地域連携の場面でも、
「若い人の新鮮なアイデアを求める」と言われつ
つも、学生の視点で何かを提案すると「そういう
ことではなくて…」と地域の「大人」にすんなり
受け入れてもらえない、あるいは軌道修正させら
れるといったことは往々にしてありうるものであ
り、そうした場面ではしばしば学生のモチベーショ
ンが下がっている様子が見受けられる。勿論、地
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域や社会の実情やニーズを踏まえるという観点か
らは、地域の「大人」の意見は重視すべきもので
あるが、そこに本当の「新しいもの」は生まれる
のかという疑問を日々の地域連携活動の中で感じ
ている。地域活性化議論の中で、地域を活性化さ
せる人物として「よそもの」「わかもの」「ばかも
の」が重要であるという言説があるが、これらの
人物による新しい発想を求めると言いながらも、
なかなか変われない地域の実態は、多くの事例が
物語っている。
　そこで今回の事例だが、大学生から小学生へ、
小学生から保育園児へと、自分たちよりも年齢が
下の人々に対して働きかけるという行為は、若者
にとって実は大変刺激的で、彼らの活動に対する
意欲を一層鼓舞する有効な機会であった。そして、
自分たちの行動に対しての責任感、使命感を確認
する機会であったと考えられる。
　一方で、こうした「人に教える、伝える」とい
う行為は大きな喜びを得られるため、ともすると
そのこと自体が目的化する恐れがあることにも留
意しなくてはならない。
　図8-2は大学生の地域活動を類型化したもので
ある。地域から大学への連携の要請があった際の
「教育的要素」と「受け入れ先の関与・理解」の
二つの軸で、連携活動のタイプを４種類に分類し
ている。石谷・村江は、「サービスラーニング型」
が理想的な環境であるとしながらも、ほとんどの
案件は、大学生を安価な労働力として利用する「労
働追求型」ボランティア活動であるという。「宿
題型」は教育的要素は高いが、大学への持ち帰り
になってしまって、地域の方とのつながり交流が
見えにくいという点がある。「交流型」は地域の
方との交流や、地域の方の考え方や地域の実情を
学ぶには有効だが、地域の「大人」の事情、都合
に引っ張られてしまう危険性、客観性に乏しくな
る危うさがある。必ずしもすべての活動が「サー
ビスラーニング型」がふさわしいあり方というこ
とではないが、「労働追求型」で終わってしまう
活動よりも、「宿題型」や「交流型」になるべく、
地域から依頼があった時点で内容を吟味していく
必要がある。さらには、活動を継続していく上で、
「宿題型」や「交流型」の学びから、徐々に「サー
ビスラーニング型」に発展させていくことが望ま
しいと言えよう。
　前述の文科省調査の通り、近年「地域連携セン
ター」等の大学としての専門窓口の整備や専門職
員の配置が急速に進んでいる状況では、多くを占
めると指摘される「労働追求型」活動については、
ある程度内容や分量の調整がなされることが期待
できる。実際、筆者も本学で多方面での地域連携
活動に関わる中で、むしろ、一過性の「労働追求
型」には留まらない、長期的で学生への要求難易
度の高い案件が増えてきているように実感してい
る。そして、「難易度」の高い案件というのは、
すなわち大学や学生への本質的な意味での「期待
値」の高まりと読み替えられるのではないだろうか。
　そうした際に「宿題型」や「交流型」の学びを
学部の専門知識や汎用的スキルの習得といった、
正課のカリキュラムとのつながりを意識しながら、
「サービスラーニング型」に発展させていくには、「地
域連携センター」や担当教職員に地域との調整を
丸投げするのではなく、①学部の教育を担当する
個々の教員、②地域連携科目やセンターの担教職
員、③大学全体としての地域連携に対する考え方
やカリキュラム上の位置づけの明示の３者が、そ
れぞれの目線から地域と向かい合い、どのような
形で学生と地域が対峙すべきかを考え、日常的に
情報共有、意見交換する空気を醸成していくこと
が必要ではないだろうか。
　学生たちは地域連携活動を通じて多くのものを
学ぶことができるが、まずは「とりあえず取り組
んでみる」という量的拡大の時期を経て、自分た
ちの取り組みが何を目指し、どこを到達点とした
いか、指導者やコーディネーターだけでなく、学
修者や地域の依頼者、協力者とも確認、共有しな
がらより実りのあるものを目指していくべきであ
ろう。
図8-2　地域活動のタイプ（眞鍋・石谷2019 p.100）
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註
1 柏崎市webサイト「柏崎野菜」参照。
2 文化経済学科 梅澤ゼミナール（まちづくり分野／指導
教員：梅澤精教授）が数年に渡って北条地区のまちづく
り活動に参加してきた経緯で、同地区で栽培されていた
「つららなす」を使用した新商品を企画することとなった。
柏崎市内の老舗和菓子店「光月堂」とのコラボ商品とし
てなす一本を丸ごと使用し、じっくり煮込んだスイーツ
を考案した。2013年10月に開催された「『大学は美味し
い!!』フェアin新潟」で販売した。
3 文化経済学科 金ゼミナール（アグリ・フードビジネス
分野／指導教員：金光林教授）が、2018年から新道柿協
同組合の柿のオーナー制度に参加し、５本の柿を栽培。
秋には1700個を超える柿を収穫した。
4 マコモタケは様々な利点、魅力のある作物であるが、「ジ
ザニア水生作物研究会」の三枝正彦会長は、マコモタケ
の課題として収穫時期が限定されること、生鮮で保存性
に劣ることの２点を挙げている。（西嶋2014）
5 農林水産省が行っている、農山漁村活性化に係る取組の
優良事例を選定し、全国に発信する取り組み。平成29年
度に北陸地区（北陸農政局）における優良事例として選
定されたのは14地区で、柏崎市からは矢田営農組合の他、
荻ノ島地域協議会が選ばれている。
6 ２年に１回全国のマコモタケ生産地の持ち回りで「全国
マコモサミット」が開催され、1998年に茨城県潮来市で
第１回開催、2018年には第10回が愛知県飛島村で開催さ
れた。
7 2013年から始まった、地域の人材リーダー育成を目指
す研修組織で、柏崎市、柏崎商工会議所、新潟産大、新
潟工科大の産学官４団体で構成する柏崎リーダー塾運営
協議会が主催する。市内で働く社会人が自らの仕事や活
動とともに、自分のまち、地域の課題を考え、公共の視
点を持ちながら行動し、解決する人材の育成を目指して
いる。2018年12月に第３期生の修了式が行われ、2019
年７月から第４期生のプログラムがスタートする。
8 新潟工科大学主催で産学金連携事業に向けたグループ
ワーク等を行い、業界の常識にとらわれない自由なアイ
デアを出し合う会。
　「異業種連携ミーティング」の打ち合わせ会に筆者が担
当していた柏崎市からの委託事業（空き店舗活用事業）
である「まちかど研究室」で活動していた学生が参加し
ていたこともあり、参加者からは、産大における大学×
地域コラボの商品の実績について、事前に興味関心を持っ
ていただいていた。
9 柏崎とつながる多くの皆さんとの「縁」を大切にしたい
という思いから、柏崎市では平成27年４月に「ふるさと
納税」制度の名称を「柏崎ふるさと応縁基金」と改め、
ふるさと納税推進チームは庁内の若手女性職員８名によ
り構成され、柔軟な発想で検討を進めてきた。
10 全国各地の大学生による教授や学生たちが開発に携わっ
た“大学発”のうまいものを紹介、販売する新宿高島屋の人
気催。2017年５月開催の第10回を最後に終了した。新潟
産業大学では第６回から第10回まで５年連続で出店し、
複数のゼミナールが開発した商品を扱い、多数の学生た
ちが販売に参加する等の参加形態が高評価であった。
11 この学習会から文化経済学科でアグリ・フードビジネ
ス分野のゼミナールを担当しており（当時）、「『大学は美
味しい!!』フェア」でも長年参加学生の指導に当たってい
た梅比良眞史教授にも事業に参加していただくこととなっ
た。
12 この時の募集チラシでは「ゆるキャラ大募集」と記載
されているが、「ゆるキャラ」という名称はイラストレー
ターみうらじゅん氏の命名した登録商標であるため、本
文では「オリジナルキャラクター」という表現を用いる。
13 当初は３Ｄプリンタによるキャラクターのミニフィギュ
ア制作することも予定していたが、決定したデザインが
立体化するには複雑な形状であったこともあり、実現で
きなかった。３Ｄプリンタでの出力は新潟工科大学の協
力によって実現できそうであるが、学生の手でモデリン
グが可能か等、今後の検討課題とした。
14 マコモタケ収穫体験の様子は『柏崎日報』2017年10月
30日号、『新潟日報』11月10日号で紹介された。また、
『柏崎日報』11月9日号のランチフェアの告知記事や柏崎
市のサイトでも学生がメニュー開発に協力したことが紹
介された。
15 ＜掲載内容＞
・「マコモタケってなんだろう？」
（柏崎野菜、矢田営農組合）
・「かしわざき地場産ランチフェア　秋の味」
（ささ川、ガネーシャ）
・今後の柏崎野菜応援プロジェクトについて
・マコモタケのオリジナルキャラ紹介
16 2018年12月18日　於：比角小学校
古海恭子先生（５年竹組担任／当時）インタビューより
17 「ＬＩＮＥ」とは若者を中心に広く使用されている無料
通話・メールアプリケーションである。テキストメール
に挿入できるイラストである「スタンプ」を販売・購入
できるサービス、「ＬＩＮＥクリエイターズスタンプ」で
は、審査に通れば誰でも自由に自作のスタンプを販売す
ることが出来る。
18 「ふふ豆」とは、平成27年に産大の留学生が柏崎市高柳
町門出地区の調査の中で地元産の青大豆に着目して同地
区の農家の協力で開発した大学地域コラボ商品である。
19 2019年３月８日　於：ささ川
笹川隆司さん（株式会社 ささ川 代表取締役）インタビュー
より
20 2019年３月13日 於：インド料理ガネーシャ
福井常生さん（インド料理 ガネーシャ 代表）インタビュー
より
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